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1. 1. 1. 1. 施策施策施策施策のののの主要目標主要目標主要目標主要目標のののの達成度達成度達成度達成度    

 

施策の主要目標 
目標 

達成度 
判断理由 

① 

 

 

 

 

 

 

より質の高い保育・教

育となるよう、保育者の

指導力を向上させる。 

 

CCCC    

◆実施園数・参加者は前年度実績を上回り、保育所・幼稚園等での研修

の取り組みが積極的になっている。 

◇園内研修《目標値：新たに公開保育を実施する園 13 園》 

・アンケート結果：保育を進めていく上で大変参考になった。（93.8%） 
 

◇ブロック別研修会 

 

 

 

・アンケート結果：協議内容が良かった。（95.5%） 

② 
親の子育て力を高め、

より良い親子関係を構

築する。 
BBBB 

◆育児不安の解消や良好な親子関係の構築を支援する取組を行った。 

◇保護者への支援《目標値：60 回》 

・アンケート結果：心に残った。また参加したい（97%） 

 

◇保育者研修《目標値：40 回》 

・アンケート結果：参考になった。また参加したい（97%） 

 

◇親育ち支援保育者育成研修会参加者数《目標値：100 名》 

③ 

 

保護者の就労状況に

かかわらず、保育・教育

を一体的に行い、子育て

家庭を対象に、子育て相

談や親子の集いの場の

提供などを行う認定こ

ども園への移行を促進

する。 

 

 

 

BBBB 

◆認定こども園の認定が計画的に進んでいる。 

◇認定こども園数《目標値：平成 25 年度末までに 20 園》 

目標達成のための主な手段 

事業 19 

目標達成のための主な手段 

事業 20,21,22 

目標達成のための主な手段 

事業 23 

平成22年度 平成23年度

実施回数 44回（43園　16市町村） 63回（49園　25市町村）

参加者数 635人 712人

平成22年度 平成23年度

実施回数 71回（70園　22市町村） 51回（51園　23市町村）

参加者数 1，967人 1，249人

平成22年度 平成23年度

実施回数 73回 98回

実施園数 47園 48園

年度末 認定件数 認定件数累計 目標値に対する達成

率
H18 3 3 15%

H19 0 3 15%

H20 2 5 25%

H21 5 10 50%

H22 5 15 75%

H23 2 17 85%

東部 中部 西部 計

１年次 24 54 29 107

２年次 26 41 41 108

計 50 95 70 215

平成22年度 平成23年度

実施回数 33回 48回

参加者数 416人 542人

2. 2. 2. 2. 施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする個別事業個別事業個別事業個別事業・・・・取組取組取組取組のののの評価結果評価結果評価結果評価結果    
 

個別事業・取組 
目標 

達成度 
検討項目 総合評価 

19 園内研修支援事業 C エ 

◆本年度の園内研修事業における支援回数は、187 回であ
り、全年度の実績を超え、研修に対する取組が積極的に
なっている。 

◆参加者全員が「参考になった」と回答しており、効果的
な事業となっている。 

◆ブロック別研修公開保育日に行事等により参加ができな
かった園があったため、目標値である公開保育参加市町
村率 100%を達成することができなかった。 

20 
保護者の一日保育者体験推進

事業 
B  

◆保護者の一日保育者体験推進事業では、実施園が目標の
20 園を上回った。 

◆保護者のほとんどが「得るものがあった」「来年もやって
みたい」と回答しており、保護者の育ちへの理解や保育
に関する理解促進を図ることができているといえる。ま
た、77%の園が「日々の保育に変化が見られた」としてお
り、本事業が園においても効果的な事業になっている。 

21 親育ち支援保育者育成事業 B  

◆1 年次、2年次とも修了生が 100 名を超え、受講者のほと
んどが「今後の親育ち支援の実践に役立つ」とアンケー
トで答えていることから、効果的な研修であったといえ
る。 

◆本研修での手法を用いた事例研修を自園で行うなど、園
での実践に結びついてきている。 

22 親育ち支援啓発事業 B  

◆新たに親育ち支援啓発事業を実施する新規の園も増えて
きている。 

◆保護者の 9割以上が「講話等は心に残るものであった」「ま
た、このような会に参加したい」と回答しており、保護
者にとって子どもへの接し方や子育ての大切さについて
考える機会となっている。 

◆保育者の 99.7%が「今回の研修は参考になった」と回答し
ている。特に、事例研修を通じた研修は、これまでの保
育実践を見直すとともに、保育者の意識改革を図る機会
となっている。 

23 認定こども園推進事業 B オ 

◆新たに 2 施設を認定することができ、目標を達成するこ
とができ、保育環境の充実が図られた。 

◆人件費の補助においては、子育て支援交付金を活用した
新しい補助制度を利用した市町村があったため、当初予
定の補助には至らなかった。 

◆施設整備等の補助については、当初予定していた施設が
申請に至らなかった。 

◆年間 45 回（各園 3回）の園内研修支援を行い、保育・教
育の質の向上に取り組むことができた。 

 

3. 3. 3. 3. 施策施策施策施策のののの総合評価総合評価総合評価総合評価とととと今後今後今後今後のののの方向方向方向方向    

 

総合評価 

目標達成度 保育者の園内研修支援や親育ち支援は年々実施園が増加しており、保育所・幼稚園等

での研修が積極的になってきている。また、研修内容や研修手法等についてのアンケー

ト調査結果においても、参加者の満足度が非常に高く効果的な研修となっているといえ

る。さらに、本年度から実施した「保護者の一日保育者体験推進事業」においも、体験

した保護者及び実施園から非常に高い評価を得ている。 

認定こども園の認定数においては、平成 25 年度最終目標 20 園に対し、本年度で 85%

（17 園）であり、順調に認定が進んでいる。 

BBBB    

今後の方向 

（１）就学前の保育・教育の充実を図る 

・これまでの研修に加えミドルリーダの育成に重点化した研修体系とするなど、保育現場の実

態を踏まえた幼保研修の改善を図る。 

・教育センターの研修（ミドル研修）と幼保支援課のブロック別研修会を連動させることで、

園や地域で研修の中核となる人材育成のシステムを構築する。 
 

（２）親の子育て力を高める 

・園や地域で日常的・継続的に親支援を行うことができる体制の確立を図る。 

・平成 25 年度から新たに親育ち支援保育者育成研修会の修了生の育成フォローを実施し、ネッ

トワークの構築を目指す。また、保護者の一日保育者体験推進事業についても取組の拡大を

図っていく。 
 

（３）認定こども園の推進 

 ・子ども・子育て新システムの今後の動向を注視しながら検討していくことが必要である。 


